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▲生徒会の皆さん

▲100周年人文字の様子

百華繚乱 ～shine to glory～百華繚乱 ～shine to glory～
令和元年度の稲陵祭を企画・運営した生徒会の生徒へのインタビューです。
生徒会長の藤原恵太君と生徒副会長の勝部智也君が、
質問に答えてくれました。 
今年のテーマは何ですか？また、このテーマになったのは何故ですか？ 
藤原：百華繚乱～shine to glory～です。一人一人が活躍し輝ける華やかな学園祭にしたいという思
いからこのテーマになりました。 
文化祭の出し物や体育祭の応援合戦など、１年生から３年生までが一致団結して行うために、工夫した
こと又は苦労したことはありますか？ 
勝部：生徒会執行部の全員で役割分担をしっかりし、日程などを確認し、一人一人が自覚を持ち行動し
たことが成功につながったと思います。そして、もちろん全校生徒・先生方・地域の皆様のご協力があっ
たからこそです。
稲陵祭を無事に終えた今の気持ちは？ 
藤原：生徒会の最大のイベントでもあり、初めての経験も多くあり
ましたが、無事に成功させることができ、とても嬉しい気持ちで
す。創立100周年を迎える今年、自分たちらしい稲陵祭になった
のではないかと思っています。また当日は、多くの地域の方々に
来校していただき、本当にありがとうございました。

【開催日時】
偶数月　第４木曜日　10:00～12:00
　＊永生クリニック　1階
奇数月　第4木曜日　14:00～16:00
　＊レストランパスカル　
　（リハビリテーション学院前）
　（費用）無料
＊ご要望があればご希望の場所へ
出張オレンジカフェも開催いたします。

【お問い合わせ】
奥出雲町公益事業推進会
（奥出雲町社会福祉協議会）
電話：54－0800　有線：31－0800
奥出雲町地域包括支援センター
電話：54－2512　有線：31－5132

横田高校の活動をお知らせする「よここうコーナー」

　奥出雲町民の皆様方、こんにちは。島根リハビリテーション学院学生サポートルームで、くらしと心の健康
相談を担当しています永崎久雄、永崎節子です。
　本学院では、中国山地の豊かな自然と、町民の皆様方の温かい眼差しに支えられて、数多くの学生さん
たちが学んでいます。十代後半から二十代前半という、人生で最も多感な青春時代を、住み慣れた親元を
離れ、この地で、同世代の仲間たちと学んでいるのです。
　どの学生さんも、入学したての頃は、異郷の地で学び続けることができるのかと、不安がいっぱいでした。
学生サポートルームを訪れる学生さんたちの口からは、遠い故郷の家族や小・中・高等学校時代の友人たち
を懐かしむ声が聴かれました。しかし、この豊かな自然と人情味あふれる町民の皆様方に支えられ、学び続
けるうちに、しっかりと未来を見据え、作業療法士、理学療法士として、国民の健康を守る役割を果たす人
材になりたいとの思いを強めています。町民の皆様方から向けられる眼差しが、学生さんたちの熱い想いを
焚き上げ、自らの将来への確信となっているのです。わずか十数年の人生経験しかない若者たちが、国民
の健康を守る存在としての自らの役割に気づき、邁進しようとする。このような学生さんたちの成長を相談室
で知り、そのように育てられた本学教職員の素晴らしい力と、町民の
皆様方の眼差しに、相談室スタッフとして、心から感謝申し上げます。
　人はみな、誰かが自分のことを見てくれていると気づいた時、奮起
できるものです。その期待に応えようと、奮い立つのです。本学学生さ
んたちは、町民の皆様方の眼差しに支えられています。
　実は、本学学生さんだけではありません。町内の幼児、小・中・高校生
みな、子どもたちはみな、大人からの温かい眼差しにささえられていま
す。町内で子どもさんを見かけたら、「いつも見てるんだよ。頑張ってる
ね」と、声をかけてあげてください。特に、部活や進路のこと等で厳しい課題に向かっている中・高校生にとって
は、心強いことでしょう。自分のことを見てくれている人がいるという強い想いと安心感は、本学学生さんだけで
なく奥出雲町の全ての子どもたちが、たくましく賢く心豊かに成長していくエネルギーの源となることと思います。
　本学サポートルームで出会う学生さんたちを通じて、気づくことをご紹介しました。
なお、サポートルームでは、本学学生さんだけでなく、町民の皆様のご利用もお待ちしています。直接学院に
ご連絡下さい。本学院臨床心理士・心理相談員（永崎久雄、永崎節子）がお待ちしています。

お問い合わせ　島根リハビリテーション学院　電話　５４－０００１ （カウンセリング利用料無料）　

カウンセリングルーム案内
オレンジカフェ奥出雲

オレンジカフェ奥出雲（認知症カフェ）とは～
認知症の人とその家族・物忘れが気になる方・地域の人・
専門職などさまざまな人が気軽に集う場所です。
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10月のイベント

おくかるフェスタ

２日（土）
●横田地区文化祭～3日
●横田会場作品展示～3日
●ながたにひろみちｲﾝﾄ゙ ｽｹｯﾁ展～３日
●麻雀ｸﾗﾌ 3゙69
　「青空健康ﾏｰｼ ｬ゙ﾝ体験」10：00～
●山里会「百人一首の会」10：00～
※会場は全て横田ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ
３日（祝日）
●第15回奥出雲町芸能音楽祭
　（横田ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ大ﾎｰﾙ）10：00～
●裏千家茶道教室
　「赤水社中　お茶席」
　（横田ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ中庭）10：00～
４日（振休日）
●語り伝える会「講演・展示」
（農村婦人の家学習室）10：00～
８日（木）
●「伊賀多気神社」秋祭りお茶席
　13：30～
10日（日）
●あいふれあい祭
●亀嵩ふれあい祭＆健康まつり
●鳥上・八川・馬木地区文化祭
17日（日）
●三沢地区産業文化祭
23日（祝土）
●オランダデルフトブルータイルで甦る
　岩屋寺・仁王像完成披露
　（横田ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀ-）

11月のイベント

第15回奥出雲町芸術文化祭第15回奥出雲町芸術文化祭

【お問い合わせ】　教育魅力課
　有線20-4263　電話52-2672

「一緒にお話ししませんか？」

・認知症について（知る）（学ぶ）（考える）ことができる。
・年齢、性別問わずだれでも訪れることができ、地域と繋がる。
・認知症・物忘れ・介護など専門職に相談できる。
・お茶を飲み、気軽にくつろぎ話をする。
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児童虐待とは？

奥出雲町からは
出雲児童相談所にかかります

  【町の相談窓口】
福祉事務所福祉係
有線：31-5376
電話：54-2541

児童相談所
全国共通

３桁
ダイヤル

虐待かなと思ったら迷わずに「児童相
談所」や役場「福祉事務所」または「民生
委員」に連絡してください。連絡をした
方がわからないよう秘密を厳守します。

「しつけ」が行き過ぎると虐待に当たることもあります。
子どもを健やかに育むために『愛の鞭ゼロ作戦』に取り組みましょう。
※令和2年4月１日より、児童虐待の防止等に関する法律が改正されることにより、親権
　者が子どものしつけに際して体罰を加えてはならないことが明文化されます。

詳しくはこちら

検索 愛の鞭ゼロ作戦


